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「次世代建築物制御技術標準化
実証事業（ＮＥＤＯ）の実施報告」

－ダイワビルTSC21計測制御技術導入－

芝工業株式会社 課長 宇津木 克己
（TSC21推進協議会 会員）



2

業務部門が多くあるビルの省エネルギー対策の強化が求められている

異なるベンダーのビルエネルギー制御システムは、相互接続が難しい

効果的な省エネルギー対策が行われていない

計測機器の制御などIF及び通信データ仕様を標準化し、相互接続を可能としたい

中小規模事業所では、現在の構築コストでは投資しづらい

既築ビル改修における計測機器・省エネ設備の導入が進み、ビルにおける省エネ
ルギー化がさらに拡大する可能性が高い

中小ビルにも導入可能なビルエネルギーＩＦ標準化の技術開発
〃 の実証

NEDO事業概要

１-１．背景及び目的



3

NEDO事業概要

内 容項 目

原則、単年度事業とする技術開発テーマの実施期間

総予算額を３００百万円とする事業規模

２／３以内技術開発テーマの助成率

1-2．対象事業の内容
異なる設備メーカー間の相互接続環境を実現し、制御システムのＩＦや通信
データ仕様の標準化のための実証を行う

建築物全体の管理システムと制御対象機器とがデータ交換するための標準
化のためのモデルを作成し、接続性と信頼性を実証する

ネットワークを経由し、セキュリティが確保された遠隔での計測・制御を実証
する。

１-3．助成対象費用と期間
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NEDO事業概要

（国立大学法人東京大学）中小ビル群のエネルギー管理システムの共有サービ
ス化に向けた技術開発

（岡不動産株式会社）中小ビルを対象とした（岡不動産株式会社）中小ビルを対象としたTSC21TSC21計測制御技術標準計測制御技術標準

化実証事業化実証事業

（アイテック阪急阪神株式会社）次世代建築物制御技術標準化実証事業

（財団法人東京都環境整備公社）東京都環境科学研究所の省エネシステム実
証事業

（株式会社東京国際フォーラム）東京国際フォーラムEMS実証事業

（管理組合法人ブロードウェイ管理組合、株式会社ヴェリア・ラボラトリーズ）多店
舗集積型商業ビルにおけるエネルギー収集・管理・制御システムの標準化事

（国立大学法人東京農工大学）標準化インタフェースを用いた複数のエネルギー
管理システムの相互接続による省エネルギー実証事業

（財団法人飯塚研究開発機構、株式会社なうデータ研究所）エネルギー制御シ
ステムの為の標準的ルールベースシステムインターフェースの実証研究－中規
模多機能ビル及び多店舗展開する商業施設における遠隔制御実験

１-4．助成対象事業（合計８件）
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提案内容

2-1．研究開発の目的

PLCとTSC21を組合せ、中小規模ビルに最適な省エネル

ギー計測制御技術の確立

インターネットを利用した遠隔監視・遠隔制御機能の開発と
その有効性を検証
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提案内容

2-2．本事業における開発・実証内容

TSC/comとPLCを接続するインターフェイスの開発

TSC/progのロジックプログラムの拡充

カスタムファイル作成、編集を支援するユーザーインター
フェイスの開発

Webによる遠隔監視、遠隔制御の開発

負荷予測による蓄熱制御ロジックの開発
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提案内容

平成21年11月18日 ～ 平成22年 2月28日

平成22年度

2月1月12月11月

⑤負荷予測による蓄熱制御ロジック
の開発

④Webによる遠隔監視、警報通報、

遠隔制御の開発

③カスタムファイル作成、編集を支援
するユーザーインターフェイスの開発

②TSC/progのロジックプログラムの

拡充

①TSC/comとPLCを接続するイン

ターフェイスの開発

平成21年度年度

研究開発項目

仕様検討

仕様検討

仕様検討

仕様検討

仕様検討

物品手配・プログラム

プログラム

プログラム

物品手配・プログラム

物品手配・プログラム

試運転・調整

試運転・調整

試運転・調整

試運転・調整

試運転・調整

2-3．研究開発期間

2-4．日程
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提案内容

地上9階、地下2階階数

SRC構造構造

4,914㎡延床面積

事務所（テナント）用途

1967年竣工

東京都中央区日本橋本石町

３－３－１０

場所

内容項目

2-5．実証建物（ダイワビル）の概要

ダイワビル外観
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提案内容
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蓄熱槽250ｍ3

空調制御盤
改修

TSC21　ﾊﾟｿｺﾝ新設

LAN
ｶﾃｺﾞﾘｰ5

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾊﾟﾈﾙ・
PLCｿﾌﾄ修正
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ｶﾃｺﾞﾘｰ5
Web接続用
別途工事

THE
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囲みが今回工事

INV INV INV INV

TSC21(P
C)

TE

TSC21(P インター
ネット

PLC監視制御方式

槽容量：250㎥蓄熱槽

空気熱源ヒートポンプチラー
50馬力×2台

熱源方式

単一ダクト各階空調方式空調方式

内 容項 目

2-6．空調設備概要 2-7．配管系統図
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提案内容

TSC21用PC

サブコン
（芝工業）

帳票

コンサルタント
（システック）

ビルオーナー

ゼネコン
設計会社

管理会社

ＤＢ

外部サーバー

項目 外気温度 外気湿度
ボイラー１
ブロー量

ボイラー２
ブロー量

ブロー量
計

ボイラー１
給水量

ボイラー２
給水量

給水量
計

ボイラー１
給油流量

ボイラー２
給油流量

給

月 ℃ %RH l l l l l l l l

04 13.4  62  11132  13583  24715  345390  454415  799805  25111  29918  

05 19.5  75  7220  8966  16186  243441  334854  578295  18386  23841  

06 22.4  84  9958  6158  16116  236897  217461  454358  17539  15526  

07 25.5  90  7072  3589  10661  191839  181960  373799  13973  13424  

08 27.5  84  3102  3367  6469  170932  205205  376137  11566  14992  

09 23.1  83  4206  2221  6427  228449  145959  374408  16974  10428  

10 19.1  80  4221  2958  7179  242366  189814  432180  17359  14018  

11 14.0  71  6945  10291  17236  313584  350649  664233  22721  24452  

12 9.1  62  13209  15249  28458  496821  522013  1018834  35291  35567  

01 7.2  53  13700  16375  30075  551364  611283  1162647  39865  41686  

02 8.2  52  15532  21754  37286  516559  545138  1061697  36534  36722  

03 10.5  50  10260  14499  24759  450276  518848  969124  32077  33664  

合計値 106557  119010  225567  3987918  4277599  8265517  287396  294238  

最大値 27.5  90  15532  21754  37286  551364  611283  1162647  39865  41686  

最小値 7.2  50  3102  2221  6427  170932  145959  373799  11566  10428  

平均値 16.6  71  8880  9918  18797  332327  356467  688793  23950  24520  

記
事

項目 外気温度 外気湿度
ボイラー１
ブロー量

ボイラー２
ブロー量

ブロー量
計

ボイラー１
給水量

ボイラー２
給水量

給水量
計

ボイラー１
給油流量

ボイラー２
給油流量

給

月 ℃ %RH l l l l l l l l

04 13.4  62  11132  13583  24715  345390  454415  799805  25111  29918  

05 19.5  75  7220  8966  16186  243441  334854  578295  18386  23841  

06 22.4  84  9958  6158  16116  236897  217461  454358  17539  15526  

07 25.5  90  7072  3589  10661  191839  181960  373799  13973  13424  

08 27.5  84  3102  3367  6469  170932  205205  376137  11566  14992  

09 23.1  83  4206  2221  6427  228449  145959  374408  16974  10428  

10 19.1  80  4221  2958  7179  242366  189814  432180  17359  14018  

11 14.0  71  6945  10291  17236  313584  350649  664233  22721  24452  

12 9.1  62  13209  15249  28458  496821  522013  1018834  35291  35567  

01 7.2  53  13700  16375  30075  551364  611283  1162647  39865  41686  

02 8.2  52  15532  21754  37286  516559  545138  1061697  36534  36722  

03 10.5  50  10260  14499  24759  450276  518848  969124  32077  33664  

合計値 106557  119010  225567  3987918  4277599  8265517  287396  294238  

最大値 27.5  90  15532  21754  37286  551364  611283  1162647  39865  41686  

最小値 7.2  50  3102  2221  6427  170932  145959  373799  11566  10428  

平均値 16.6  71  8880  9918  18797  332327  356467  688793  23950  24520  

記
事

各種グラフ

各種グラフ
ルータ

ルータ

2-8．システム概念図

＜ダイワビル＞

PLC

ＡＨＵ

ＡＨＵ

ＡＨＵ

ＡＨＵ

ＡＨＵ

熱源 空調 ポンプ

既存システム
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提案内容

2-9-1．TSC21とPLCを接続するインターフェイスの開発

TSC_PC

（データ蓄積・演算機能、他）

PLC

（通信・制御機能）

タッチパネル

（監視確認用モニター、
設定値入力機器）

既存管理システム既存管理システム

（問題点）
データ蓄積・演算機能がない
→エネルギー管理に流用できない→エネルギー管理に流用できない
PLCメーカーのデータ構造と通信仕様

→異なる設備メーカー間での統合制御や→異なる設備メーカー間での統合制御や
遠隔での計測・制御に不向き遠隔での計測・制御に不向き

特定メーカーに依存せず、接続先を選ばない

→→ 接続インターフェイスを開発し、接続インターフェイスを開発し、PLCPLCとと

TSC_PCTSC_PC間のデータを送受信する間のデータを送受信する

データ蓄積・演算機能を付加

→効率的な運転管理やエネルギー管理が→効率的な運転管理やエネルギー管理が

できるシステムを構築できるシステムを構築

T S CT S C ２ １ を 導 入２ １ を 導 入



12

提案内容

（経緯）
これまで、TSC21を用いて遠隔データ通信を行う場合、専用回線専用回線
で通信する、もしくは電話回線電話回線を使う、いずれかの方法を採用し
ていた。

2-9-2．TSC/prog実行プログラムの拡充

→本事業においてはインターネット網インターネット網を利用する。

→IDIDとパスワードを使った認証用のロジックエンジンをとパスワードを使った認証用のロジックエンジンを
開発開発する。する。

→IDIDとパスワードを知らない第三者から無断データ閲覧とパスワードを知らない第三者から無断データ閲覧
やや、、不正不正ななデータ変更を防ぐデータ変更を防ぐことができる。ことができる。
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提案内容

2-9-3．カスタムファイルの作成、編集支援ユーザーインターフェイ

スの開発

ロジックエンジン

カスタムファイル

TSC21全体やTSC/progの構成、内容な

ど知識がないエンドユーザーには、カスタ
ムファイル作成・編集作業は困難・・・

→カスタムファイル作成支援ツールを開発。カスタムファイル作成支援ツールを開発。
計測ポイント、制御指令・演算結果リストのCSVファイル
を用意する。
対話形式でデータ収集インターバルや収集データの保
管場所などを設定できる

→簡便なインターフェイスにより、開発するシステムの簡便なインターフェイスにより、開発するシステムの
標準化を図る標準化を図る
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提案内容

一ヶ月

一日

一時間

１０分時間間隔

蓄熱槽水温変化

室温変化

消費／製造熱量

製造熱量

消費熱量

内 容項 目

グラフの種類

CSVファイル形式集計データのダウンロード

集計データのグラフ表示

PLC→TSC21_PC →インターネット→外部サーバー →インターネット→リモート端末PCデータの流れ

2-9-4．Webによる遠隔データ閲覧、遠隔パラメータ変更制御シ

ステムの構築

遠隔からのデータ閲覧

遠隔からのパラメータ変更制御

リモート端末PC →インターネット→外部サーバー →インターネット→ TSC21_PC → PLCデータの流れ

空調機運転開始時間、空調機運転停止時間、空調設定温度、空調設定湿度パラメータ変更項目

内 容項 目
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提案内容

2-9-5．負荷予測による蓄熱制御ロジックの開発

→最適運転制御を行うためのロジックを開発。最適運転制御を行うためのロジックを開発。
1時間毎に収集データから、翌日の建物の熱負荷予測

予測された熱負荷を処理するための熱源機器の発停ス
ケジューリング

→最新データで負荷予測することで、より高い省エネルギー
効果が得られる

エネルギー消費に占める割合
が大きい熱源システムを対象
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実績

パソコンダウン、制御コントローラダウン、あるいは通信エラー
を自動判定

建物・設備の運転状態の監視画面を表示

翌日の負荷予測演算を行い、熱源の運転時間を制御

遠隔地から空調機の運転パラメータ（運転スケジュール、温
湿度設定値）を変更

計測データをグラフ化し、インターネットを利用して遠隔地から
グラフを閲覧

パソコンに蓄積されるデータを外部サーバーに転送

制御コントローラとの通信により、パソコンに建物・設備データ
を蓄積、集計

説明

機能7

機能6
機能5

機能4

機能3
機能2

機能1
機能No

3-1．機能一覧
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実績

3-2-1．プロセスフロー（計測データ取込み～Web画面表示）

計測データの集計

データベース

タスクコントローラに
よる呼び出し

外部サーバーへ計測データ転送

TSC21_PC

外部サーバー

TSC/DBTSC/com

TSC/prog
TSC/prog

TSC/prog

建物・設備の運転状態の監視画面表示

グラフ表示画面表示

データベース

PLC

PLCの計測データの取込み

各計測ポイントからの
データ収集

TSC/DB
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実績

3-2-2．プロセスフロー（負荷演算、制御）

データ収集から翌日の負荷予測演算を行う

データベース

TSC21_PC

外部サーバー

TSC/DB

TSC/com

Web画面より空調機の運転パラメータ

（運転スケジュール、温湿度設定値）を変更するデータベース

タスクコントローラに
よる呼び出し

PLC

機器制御ロジック

熱源の運転時間を制御する

空調機運転パラメータの取り込み、PLCへの書き込み

TSC/prog

TSC/prog

パソコンダウン、制
御コントローラダウ
ン、あるいは通信エ
ラーを自動判定

TSC/prog

TSC/DB

TSC/prog
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ユーザーインターフェイス

4-1．メニュー画面
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ユーザーインターフェイス

4-2．空調機設定変更画面
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ユーザーインターフェイス

4-3．監視画面
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ユーザーインターフェイス

4-4．空調機運転状態画面
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ユーザーインターフェイス

4-5．グラフ出力画面_消費製造熱量
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ユーザーインターフェイス

4-6．グラフ出力画面_消費熱量
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ユーザーインターフェイス

4-7．グラフ出力画面_製造熱量
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ユーザーインターフェイス

4-8．グラフ出力画面_室温変化
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ユーザーインターフェイス

4-9．グラフ出力画面_蓄熱槽水温変化



28

5-1．まとめ

5-2．課題

TSC21を利用して中小規模の事務所ビルに安価な

エネルギー管理システムを導入

建物・設備データを遠隔から閲覧、操作が可能に

汎用PC（OS：WindowsXP）を利用しているため、

OSなどのヴァージョンアップに対応しなければならない

PCの設置場所がなく、

居住スペース（宿直室）にパソコンを設置


